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黒萩瀞職砂

鮎 生

課

私
は
昨
年
十
月
、
前
代
表
（
現
在
顧
問
）

稲
田
孝
治
氏
の
病
気
静
養
の
為
、
特
に
推

挙
を
受
け
北
海
道
自
然
保
護
連
合
の
代
表

に
就
任
致
し
ま
し
た
。

願
ゑ
ま
す
と
、
私
の
生
涯
の
仕
事
と
な
っ

た
水
域
環
境
と
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
遷
移
、

ま
た
そ
の
補
食
者
で
あ
る
魚
群
と
の
群
集

生
態
的
な
結
び
付
き
、
そ
し
て
そ
の
結
果

と
し
て
の
数
量
変
化
に
関
す
る
研
究
の
出

発
は
、
私
が
一
九
四
八
年
（
昭
和
二
三
年
）

に
現
在
の
北
海
道
大
学
水
産
学
部
の
前
身

で
あ
り
ま
す
函
館
水
産
専
門
学
校
を
卒
業

し
、
余
市
に
在
り
ま
し
た
北
海
道
水
産
試

験
場
海
洋
調
査
室
（
翌
年
、
そ
れ
か
ら
分

離
し
た
水
産
庁
北
海
道
水
産
研
究
所
海
洋

課
）
に
勤
務
し
た
と
き
で
す
。
六
十
数
ト

ン
の
、
今
か
ら
見
れ
ば
小
型
の
海
洋
調
査

船
「
深
海
丸
」
で
冬
～
春
は
鰊
漁
業
の
予

報
の
た
め
の
神
威
岬
沖
を
主
と
し
た
北
海

道
西
岸
海
域
の
、
ま
た
夏
～
秋
に
は
、
更

に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
に
か
け
て
の
海
洋

調
査
に
参
加
し
た
事
が
発
端
と
な
り
ま
す
。

こ
の
仕
事
は
、
最
初
は
烈
し
い
船
酔
い
に
、

ま
た
冬
の
荒
天
時
に
は
長
い
時
に
は
半
月

を
港
で
、
唯
ひ
た
す
ら
凪
を
待
つ
苛
立
ち

と
、
そ
し
て
一
旦
観
測
が
始
ま
る
と
五
時

間
程
お
き
に
二
～
三
日
も
続
け
て
行
う
為

に
襲
っ
て
来
る
睡
魔
と
に
ひ
た
す
ら
忍
耐

す
る
事
で
し
た
。

ま
た
こ
の
様
な
小
型
船
で
沖
合
遠
く
航

道
自
然
保
護
連
合
の
新
し
い
代
表
に
な
っ
た

黒
萩
尚
さ
ん

行
し
、
観
測
を
続
け
る
為
に
は
、
そ
れ
に

携
わ
っ
て
い
る
男
達
の
和
と
協
力
が
、
ま

た
特
に
船
長
の
正
確
な
判
断
と
決
断
が
必

要
で
あ
る
等
。
私
は
実
に
大
き
な
も
の
を

学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
は
当
時
北
大
農
学
部
水
産

学
科
の
助
教
授
で
あ
っ
た
元
田
茂
先
生
の

「
北
海
道
湖
沼
史
」
と
氏
の
弟
子
の
石
田

昭
夫
さ
ん
と
の
共
同
研
究
「
網
走
湖
の
研

究
」
に
感
銘
を
受
け
、
特
に
湖
沼
の
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
を
研
究
す
る
事
を
希
望
し
、
一

九
五
二
年
（
昭
二
七
年
）
に
当
時
北
海
道

水
産
孵
化
場
か
ら
分
離
し
た
水
産
庁
北
海

一
九
二
七
年
、
札
幌
生
ま
れ
。

元
北
大
水
産
学
部
助
教
授
で
現
在
、

洞
爺
カ
ル
デ
ラ
を
守
る
会
事
務
局
長
。

妻
と
娘
と
三
人
暮
ら
し
。

ｈ
い
晒
咽
哩
画
一
画
蝿
，

頁

I

道
さ
け
．
ま
す
孵
化
場
の
調
査
課
に
転
勤
２

し
ま
す
。
そ
し
て
、
先
ず
始
め
た
の
が
支

笏
湖
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
、
そ
れ
を
餌
と

す
る
ヒ
メ
マ
ス
の
数
量
変
化
の
研
究
で
す
。

こ
れ
は
そ
の
後
、
道
立
水
産
孵
化
場
の
研

究
者
達
と
協
力
し
て
道
内
の
湖
に
拡
げ
る

事
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
一
九
七
一
年

（
昭
四
六
）
、
今
度
は
水
産
学
部
の
元
田

茂
教
授
の
推
薦
を
受
け
、
北
海
道
大
学
水

産
学
部
付
属
洞
爺
湖
臨
湖
実
験
所
の
助
教

授
に
転
じ
、
洞
爺
湖
や
倶
多
楽
湖
等
を
含

め
同
様
な
研
究
を
続
け
ま
す
。

そ
し
て
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

に
定
年
退
官
致
し
ま
し
た
。
こ
の
様
な
人

生
を
送
っ
た
為
に
、
私
は
世
事
に
う
と
く
、

社
会
的
に
も
不
馴
れ
で
あ
り
、
私
自
身
が

こ
の
重
責
で
あ
る
代
表
の
席
に
ふ
さ
わ
し

い
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
事
務
局
の

二
井
田
さ
ん
や
、
他
の
常
務
委
員
さ
ん
方
、

ま
た
傘
下
の
団
体
加
入
の
皆
様
の
助
言
を

受
け
、
適
任
者
が
現
れ
る
ま
で
の
間
を
埋

め
る
者
と
し
て
責
任
を
果
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
達
自
然
保
護
連

合
に
加
入
し
て
い
る
団
体
の
、
そ
し
て
そ

の
連
合
の
裾
野
を
拡
げ
、
絆
を
強
め
、
足

腰
の
強
い
多
様
で
は
あ
る
が
強
力
な
、
ま

た
理
想
的
で
現
実
に
冷
静
な
、
必
要
に
応

じ
適
格
に
即
応
で
き
る
、
若
な
し
い
連
合

の
構
築
の
た
め
に
共
に
進
も
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
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一
九
八
八
年
四
月
、
代
表
に
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
主

て
以
来
一
九
九
三
年
九
月
ま
で
の
五
年
間
。
極
め
て
活
動
の
罐

参
加
各
団
体
及
び
賛
助
会
員
並
び
に
常
務
り
ま
す
。
そ
れ
畔

委
員
、
事
務
局
担
当
者
、
ま
た
支
持
者
な
く
、
事
務
所
の
｛

ど
の
多
く
の
人
倉
に
支
え
ら
れ
、
頑
張
っ
回
数
減
）
の
印
刷

て
来
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
、
心
リ
の
た
め
、
専
伴

か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
と
が
出
来
ま
せ
〃

七
十
路
の
坂
を
登
り
だ
す
と
、
体
力
の
体
及
び
賛
助
会
昌

減
退
を
実
感
し
、
現
地
の
即
決
戦
体
制
で
関
に
対
す
る
要

の
緊
迫
度
に
対
す
る
体
力
持
続
の
大
減
少
望
、
意
見
、
抗

を
、
厭
と
言
う
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
議
文
等
の
提
出

た
。
に
不
便
、
支
障

一
九
九
五
年
（
昭
和
五
十
年
）
五
月
、
旭
を
き
た
し
て
い

川
の
国
策
パ
ル
プ
エ
場
か
ら
、
重
金
属
ま
す
。
ま
た
、

（
特
に
水
銀
）
の
垂
れ
流
し
に
よ
る
石
狩
川
「
士
幌
高
原
道

の
水
銀
汚
染
が
発
覚
し
、
パ
ル
プ
エ
場
と
路
」
問
題
の
よ

道
行
政
（
担
当
環
境
部
）
を
相
手
に
、
「
石
う
に
、
現
地
で

狩
川
、
水
銀
を
な
く
す
市
民
の
会
」
を
作
推
進
派
及
び
帯

り
、
闘
っ
て
以
来
一
八
年
間
、
自
然
環
境
広
士
現
の
現
場

保
護
運
動
を
「
妥
協
」
す
る
こ
と
な
く
続
責
任
者
と
の
着

け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
工
阻
止
交
渉
な

ま
す
。
ど
の
た
め
に
も
、

こ
の
度
、
任
期
途
中
で
の
退
任
は
、
前
手
弁
当
、
身
銭

述
の
と
お
り
「
体
力
、
気
力
」
の
減
退
と
、
を
切
っ
て
の
活

体
調
を
崩
し
十
月
は
残
念
な
が
ら
入
院
と
動
が
現
状
で
す
。

な
り
、
継
続
は
無
理
と
判
断
い
た
し
た
結
自
然
豊
か
な

果
で
す
。
北
海
道
の
自
然

今
後
は
、
新
代
表
を
先
頭
に
参
加
団
体
環
境
を
守
る
た

が
一
枚
岩
の
如
く
団
結
し
、
自
然
環
境
保
め
、
是
非
「
物

護
活
動
に
大
き
く
前
進
さ
れ
ん
こ
と
を
願
っ
心
」
両
面
の
よ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現
状
の
連
合
は
、

極
め
て
活
動
の
推
進
が
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
金
（
収
入
）
が
少
な

く
、
事
務
所
の
家
賃
と
ニ
ュ
ー
ス
（
発
行

回
数
減
）
の
印
刷
、
発
送
な
ど
で
ギ
リ
ギ

リ
の
た
め
、
専
従
の
事
務
局
員
を
置
く
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
加
盟
各
団

体
及
び
賛
助
会
員
と
の
連
絡
や
各
行
政
機

'－

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）
四
月
二
十
二
日

大
雪
の
自
然
を
守
る
会
全
道
連
絡
会
議
開
催
（
旭
川
）

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）
六
月
二
十
一
日

北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
絡
会
議
発
足
（
札
幌
）

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
年
）
四
月
二
十
日

北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合
発
足
（
札
幌
）

代
表
・
山
本
正
（
一
九
七
五
・
四
～
七
八
・
三
）

代
表
・
四
十
万
谷
吉
郎
（
七
八
・
四
～
八
十
・
三
）

代
表
・
井
出
貫
夫
（
八
十
・
四
～
八
四
・
三
）

代
行
・
寺
島
一
男
（
八
四
・
四
～
八
七
・
三
）

代
表
・
瀬
川
潔
（
八
七
・
四
～
八
八
・
三
）

代
表
・
稲
田
孝
治
（
八
八
・
四
～
九
三
・
九
）

北
海
道
自
然
保
護
連
合

歴
代
代
表

り
一
層
の
強
力
な
ご
支
援
を
北
海
道
自
然

保
護
連
合
に
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
退
任
の
ご
あ
い
さ
っ
と
致
し

ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
一
八
年
間
自
然
環

境
保
護
運
動
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
報
道
関
係
の
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
宜
し
く
ご

支
援
方
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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前
号
「
北
の
自
然
」
叱
刷
に

つ
づ
い
て
、
新
た
な
展
開
を

見
せ
た
。

横
路
北
海
道
知
事
を
文
化
財

保
護
法
違
反
で
釧
路
地
検
帯

広
支
部
に
告
発
。

す
る
士
幌
高
原
道
路
は

ど
う
な
る
の
か
」

「
ト
ン
ネ
ル
を
基
本
と

十
勝
自
然
保
護
協
会
会
長

及
川

裕

全
線
ト
ン
ネ
ル
か
ど
う
か
は
、
ル
ー
ト
い
ま
ま
、
五
地
点
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
強
行
４

が
公
表
さ
れ
な
い
と
明
ら
か
で
は
な
い
が
着
手
し
た
。

士
幌
高
原
道
路
問
題
の
行
方
は
、
山
場
に
こ
れ
に
先
だ
っ
て
同
一
月
十
一
日
に
は

き
て
い
る
。
地
下
水
等
調
査
の
現
地
説
明
が
行
わ
れ
た

い
ま
、
迷
走
を
続
け
る
横
路
道
政
は
、
が
、
こ
の
連
絡
は
、
前
日
四
時
過
ぎ
に
知

ト
ン
ネ
ル
効
果
が
ほ
ん
と
う
に
あ
る
の
か
、
ら
さ
れ
、
現
地
に
は
、
や
っ
と
十
三
名
の

全
国
の
自
然
を
愛
す
る
人
女
か
ら
問
わ
れ
会
員
が
抗
議
に
駆
け
つ
け
た
。
推
進
側
士

て
い
る
。
幌
町
民
は
、
一
二
○
名
を
越
え
る
歓
迎
動

こ
れ
は
、
去
年
（
兜
年
）
九
月
三
十
日
の
員
で
、
勝
手
連
を
名
乗
り
、
わ
れ
わ
れ
の

北
海
道
議
会
で
、
横
路
知
事
が
い
ま
ま
で
正
当
な
抗
議
に
対
し
、
体
当
り
を
し
た
り
、

最
良
と
し
て
、
三
十
年
間
主
張
し
て
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
に
わ
ざ
と
頭
を
ぶ
つ
け
暴
力

「
駒
止
ル
ー
ト
案
」
を
、
な
ん
の
た
め
ら
事
件
を
デ
ッ
チ
上
げ
よ
う
と
し
た
暴
力
団

い
も
な
く
放
棄
し
、
「
新
ト
ン
ネ
ル
案
」
ま
が
い
の
町
議
ま
で
い
る
始
末
で
、
低
次

に
す
り
代
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
既
報
で
、
元
の
ヤ
ジ
暴
言
を
浴
び
せ
ら
れ
た
。

す
で
に
人
有
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
不
思
議
に
思
う

ト
ン
ネ
ル
と
い
え
ば
、
野
球
の
野
手
が
の
は
、
士
幌
町
役
場
内
に
事
務
局
を
置
く

ゴ
ロ
を
取
り
逃
が
す
と
か
、
政
治
資
金
の
『
士
幌
町
開
発
と
自
然
保
護
の
会
』
な
ど

ト
ン
ネ
ル
団
体
あ
る
い
は
官
財
癒
着
の
ト
の
士
幌
農
協
主
導
の
推
進
側
は
、
帯
広
土

ン
ネ
ル
会
社
な
ど
、
ま
っ
た
く
良
い
印
象
木
現
業
所
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
と
同
時
刻
に

は
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
な
ぜ
土
木
工
事
通
知
さ
れ
て
、
ど
う
や
っ
て
現
地
に
大
量

の
そ
れ
だ
け
は
、
あ
た
か
も
周
囲
の
環
境
動
員
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

に
影
響
を
与
え
な
い
安
全
な
仕
事
と
、
世
九
二
年
九
月
十
四
日
、
十
月
十
三
日
の

の
人
准
を
錯
覚
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
地
形
測
量
調
査
強
行
の
時
も
、
推
進
側
の

動
員
は
バ
ス
を
連
ね
盛
大
に
行
わ
れ
、
し

◇
◇

か
も
、
帯
広
土
現
ｌ
北
海
道
Ｉ
は
、
私
服

北
海
道
は
、
一
九
九
四
年
一
月
二
十
五
警
官
を
配
備
し
た
の
で
あ
る
。
「
暴
力
沙

日
、
自
然
保
護
団
体
の
数
灸
の
懸
念
や
警
汰
だ
け
は
避
け
た
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る

告
を
無
視
し
、
「
駒
止
ル
ー
ト
案
」
で
積
が
、
推
進
側
の
暴
力
に
は
無
関
心
な
の
で

承
残
し
た
「
総
合
的
評
価
図
」
削
除
・
撤
あ
る
。

回
の
問
題
に
も
、
納
得
で
き
る
説
明
の
な
道
土
木
部
の
鵜
束
部
長
が
明
言
し
た
よ



う
に
、
各
土
現
は
、
工
事
発
注
の
割
り
付

け
を
公
然
の
事
実
と
し
て
行
っ
て
い
た
と

い
う
体
質
で
あ
る
か
ら
「
は
じ
め
に
道
路

あ
り
き
」
の
横
路
道
政
を
つ
ら
ぬ
く
た
め

に
は
、
推
進
側
有
利
な
事
前
通
知
く
ら
い

の
こ
と
は
、
常
識
な
の
で
は
、
と
い
う
疑

念
は
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
。

今
回
、
道
が
申
請
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
は
、
Ｉ
特
別
地
域
内
土
石
の
採
取
許
可

申
請
書
ｌ
と
い
う
公
文
書
の
件
名
で
、
九

三
年
十
二
月
十
日
に
申
請
し
、
わ
ず
か
十

日
後
の
十
二
月
二
十
日
広
中
環
境
庁
長
官

は
、
許
可
を
与
え
た
。
こ
の
異
例
の
迅
速

許
可
は
、
な
に
を
物
語
る
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
た
、
道
と
環
境
庁
と
の
事
前
協

議
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

◇
◇

こ
の
地
下
水
等
調
査
は
、
二
月
二
十
日

に
終
了
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
三
月

中
に
「
新
ト
ン
ネ
ル
ル
ー
ト
」
を
確
定
す

る
と
い
う
の
だ
が
、
地
下
水
の
状
況
は
、

本
年
十
二
月
ま
で
自
動
計
測
し
な
け
れ
ば

判
定
で
き
な
い
と
の
こ
と
。

疑
問
の
第
一
点
は
、
通
年
測
定
し
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
地
下
水
の
状
態
を
、
ど

う
や
っ
て
三
月
ま
で
に
判
断
し
、
ル
ー
ト

を
確
定
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
判

断
材
料
が
な
い
の
に
、
年
度
内
遅
れ
て
も

四
月
初
旬
に
ル
ー
ト
が
確
定
で
き
る
と
言

う
北
海
道
土
木
部
は
、
ま
さ
に
神
技
を
駆

使
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

帯
広
土
現
に
よ
る
と
、
山
岳
地
帯
の
地

下
水
は
、
通
年
そ
れ
ほ
ど
の
変
化
は
な
く

平
地
の
そ
れ
と
は
異
な
る
、
と
追
及
を
か

わ
そ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
状

況
に
対
処
す
る
た
め
に
デ
ー
タ
ー
を
取
る

の
だ
と
補
完
説
明
が
つ
く
。
土
木
屋
さ
ん

の
常
識
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
を
か

言
わ
ん
や
、
庇
理
屈
の
類
で
あ
る
。

疑
問
点
の
第
二
は
、
「
駒
止
ル
ー
ト
案
」

の
ボ
ー
リ
ン
グ
も
、
地
形
測
量
調
査
も
、

今
回
と
同
様
、
冬
期
に
集
中
す
る
の
で
あ

る
。
思
う
に
、
予
算
執
行
の
実
績
を
つ
け

る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
積
雪
期
の

仕
事
は
、
周
囲
の
植
生
が
わ
か
ら
な
い
の

で
、
な
に
を
や
っ
て
も
雪
の
下
の
こ
と
は

目
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

五
本
の
ボ
ー
リ
ン
グ
地
点
の
う
ち
、
恥

３
の
白
樺
峠
の
も
の
は
、
当
初
駒
止
湖
の

周
遊
林
内
歩
道
を
経
て
林
内
に
至
る
ル
ー

ト
を
テ
ー
ピ
ン
グ
し
て
い
な
が
ら
、
機
材

中
村
広
治
氏
撮
影
擁,た

q
忠却

の
運
搬
は
、
橇
を
使
用
し
人
力
で
直
接
ボ
ー

リ
ン
グ
地
点
に
ル
ー
ト
を
短
絡
し
た
。
原

生
花
園
を
踏
承
つ
け
に
し
て
行
わ
れ
た
の

が
事
実
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
指
摘
を
受
け
て
、
大
雪
山

国
立
公
園
糠
平
管
理
官
野
崎
氏
の
帯
広
土

現
へ
の
指
導
で
、
北
海
道
開
発
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
は
、
元
の
ル
ー
ト
へ
戻
し
た
経
緯

が
あ
る
。

疑
問
点
の
第
三
は
、
申
請
書
の
「
行
為

地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
」
に
、
行
為
地

が
『
サ
サ
草
原
』
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
現
地
を
見
た
誰
も
が
好
加
減

な
表
現
に
あ
き
れ
『
サ
サ
草
原
』
で
は
な

い
と
言
う
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
、
肋
４
．
恥
５
は
、
エ
ゾ
マ
ツ
、

ト
ド
マ
ッ
、
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど

の
密
集
し
た
林
地
で
あ
る
。
恥
３
に
し
て

も
、
林
地
の
な
か
の
わ
ず
か
な
空
隙
で
あ

り
、
肋
１
．
肋
２
は
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
の

な
か
に
あ
る
。

あ
え
て
草
原
の
定
義
を
す
る
つ
も
り
は

な
い
が
、
た
し
か
に
ク
マ
イ
ザ
サ
は
繁
茂

し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
大
雪
山
の

指
定
植
物
が
混
生
し
、
天
然
記
念
物
カ
ラ

フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
の
食
草
で
あ
る
ガ
ン
コ

ウ
ラ
ン
、
ク
ロ
マ
メ
ノ
キ
、
コ
ケ
モ
モ
等

が
含
ま
れ
て
い
る
。

環
境
庁
、
北
海
道
の
事
実
誤
認
は
、
許

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
事
５



前
に
五
地
点
の
植
生
調
査
は
行
わ
れ
て
い
材
撤
去
も
い
れ
て
二
月
二
十
日
に
調
査
終
の
方
た
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
価
が
あ
っ
た
。

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
良
好
な
自
然
が
保
了
、
地
下
水
、
有
害
物
質
、
地
温
の
変
化
『
新
ル
ー
ト
』
に
変
更
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
貴
重
な
人
な
の
で
あ

た
れ
、
横
路
知
事
自
ら
定
め
た
「
北
海
道
と
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
最
終
報
告
書
当
然
ア
セ
ス
の
や
り
直
し
、
修
正
ア
セ
ス
れ
ば
、
な
ぜ
苦
言
も
呈
し
な
い
の
か
。
か

自
然
環
境
保
全
指
針
」
の
保
護
・
利
用
水
は
三
月
二
十
日
に
出
さ
れ
、
新
ル
ー
ト
の
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
っ
て
大
雪
縦
貫
道
路
の
期
成
会
を
降
り
た

準
を
最
も
高
い
レ
ベ
ル
で
評
価
し
た
然
別
確
定
は
年
度
内
の
承
こ
ゑ
、
と
の
こ
と
で
『
は
じ
め
に
士
幌
高
原
道
路
あ
り
き
』
で
市
長
も
居
ら
れ
た
。

湖
周
辺
の
特
別
地
域
に
傷
を
残
す
仕
事
に
、
あ
る
。
な
い
の
な
ら
、
北
海
道
新
聞
の
社
説
「
基
た
と
え
知
事
の
趣
味
が
ゴ
ル
フ
で
あ
っ

道
も
、
環
境
庁
も
、
現
場
に
立
ち
合
う
人
ル
ー
ト
が
確
定
し
た
後
、
十
勝
自
然
保
本
論
抜
き
の
士
幌
高
原
道
路
」
（
兜
・
加
・
て
も
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
北
海
道
を
切
り

な
し
に
ボ
ー
リ
ン
グ
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
れ
護
協
会
に
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
５
）
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
横
路
知
事
売
り
せ
ず
、
任
期
中
の
与
え
ら
れ
た
責
任

ら
れ
た
。
が
、
そ
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
答
は
、
積
極
的
に
私
た
ち
を
、
納
得
い
く
必
を
果
た
す
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
第
一
に
、

わ
れ
わ
れ
自
然
保
護
団
体
と
の
無
用
の
は
か
え
っ
て
こ
な
い
。
要
論
で
説
得
す
べ
き
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
自
然
保
護
団
体
と
膝
を
つ
き
合
わ
せ
て
士

摩
擦
を
避
け
る
た
め
、
と
か
ア
セ
ス
の
時
地
元
の
士
幌
農
協
マ
シ
ー
ン
を
中
心
と
す
幌
高
原
道
路
問
題
を
解
決
す
べ
き
で
は
な

◇
◇

か
ら
関
っ
て
い
る
請
負
業
者
の
北
海
道
開
る
熱
心
な
推
進
派
も
『
悲
願
』
な
ど
と
訳
い
か
。

発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
と
は
、
他
日
他
の
士
幌
高
原
道
路
の
ア
セ
ス
は
、
そ
の
根
の
わ
か
ら
ぬ
こ
と
を
言
わ
ず
、
な
ぜ
多
額

◇
◇

場
所
で
、
充
分
な
時
間
を
費
し
詳
細
に
打
幹
と
な
る
『
総
合
的
評
価
図
』
の
削
除
．
の
血
税
を
投
資
す
る
こ
と
が
士
幌
町
や
多

ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
か
ら
、
あ
え
て
衆
撤
回
問
題
を
は
じ
め
、
数
え
き
れ
ぬ
欠
陥
く
の
国
民
に
と
っ
て
有
効
な
の
か
、
山
岳
平
和
憲
法
を
世
界
の
理
想
と
し
て
広
め

人
監
視
の
な
か
で
は
、
立
ち
会
い
の
必
要
を
暴
露
し
、
補
完
す
べ
き
動
植
物
詳
細
調
道
路
を
通
す
こ
と
が
、
な
ぜ
十
勝
の
農
業
る
の
も
結
構
だ
が
、
そ
の
前
に
、
い
ま
残

な
し
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
査
も
、
説
明
す
る
に
足
る
考
察
も
出
さ
れ
の
発
展
に
結
び
つ
く
の
か
、
科
学
的
に
論
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
北
海
道
の
自
然
を
、

う
い
っ
た
姿
勢
か
ら
は
、
こ
の
地
域
の
重
い
ま
ま
、
税
金
の
無
駄
な
投
資
と
と
も
に
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
自
ら
定
め
た
「
北
海
道
自
然
環
境
保
全
指

要
性
を
真
に
認
識
し
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
放
置
さ
れ
、
三
十
回
を
越
す
私
た
ち
と
の
因
玖
に
、
推
進
派
の
士
幌
町
が
や
つ
き
針
」
に
照
ら
し
て
守
る
こ
と
が
、
農
業
を

て
仕
事
を
し
よ
う
と
す
る
真
蟄
さ
は
微
塵
協
議
に
積
承
残
さ
れ
た
課
題
も
無
視
し
て
、
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
行
政
区
画
は
、
上
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
一
次
産
業
を
守

も
感
じ
ら
れ
な
い
。
北
海
道
は
、
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
士
幌
町
と
鹿
追
町
に
位
置
し
て
い
る
。
よ
る
道
に
通
じ
る
と
思
う
。

事
業
の
正
当
性
を
主
張
し
、
住
民
と
対
ろ
う
か
。
知
事
発
言
の
「
地
元
自
然
保
護
く
彼
ら
は
、
自
然
保
護
を
言
う
人
に
向
っ
ど
ん
な
勝
れ
た
人
で
も
完
全
無
欠
と
い

話
す
る
機
会
を
極
力
避
け
て
き
た
「
道
」
団
体
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
は
、
野
洲
健
て
、
よ
そ
者
論
を
と
な
え
る
が
、
予
定
ル
ー
う
訳
に
は
い
か
な
い
、
欠
点
や
誤
り
が
あ

と
し
て
は
、
こ
う
い
う
現
場
で
で
こ
そ
住
治
氏
ら
談
合
グ
ル
ー
プ
の
脱
落
と
と
も
に
卜
は
、
す
で
に
士
幌
町
の
地
元
を
離
れ
て
る
の
が
人
間
で
あ
ろ
う
。
心
持
よ
い
発
言

民
を
説
得
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
忘
れ
去
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
る
の
だ
。
ば
か
り
が
、
物
事
の
真
実
を
言
え
て
る
と

以
上
が
ボ
ー
リ
ン
グ
に
関
す
る
申
請
書
私
た
ち
の
運
動
の
論
理
が
「
駒
止
ト
ン
さ
ら
に
北
海
道
新
聞
に
よ
る
道
選
出
国
は
い
え
な
い
。
苦
言
に
腹
を
立
て
る
だ
け

に
対
す
る
主
な
疑
問
点
で
あ
る
が
、
こ
の
ネ
ル
案
」
を
放
棄
さ
せ
、
北
海
道
を
こ
こ
会
議
員
座
談
会
（
社
会
党
編
）
に
は
「
よ
の
知
事
で
あ
る
な
ら
、
中
央
復
帰
し
て
も

三
月
に
入
っ
て
か
ら
、
帯
広
土
現
企
画
調
ま
で
追
い
こ
ん
だ
事
実
は
、
評
価
さ
れ
て
い
人
材
を
温
存
」
と
か
「
中
央
に
戻
っ
て
多
く
は
期
待
で
き
な
い
。

整
室
長
山
平
氏
に
、
電
話
で
ボ
ー
リ
ン
グ
良
い
の
だ
が
、
目
的
は
決
し
て
そ
ん
な
と
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
材
」
と
か
の
ョ
支
持
母
体
と
か
、
ブ
レ
ー
ン
を
自
認
す

調
査
の
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、
機
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
多
く
イ
シ
ョ
発
言
が
散
見
さ
れ
た
横
路
知
事
評
る
方
凌
は
、
心
し
て
苦
言
を
呈
し
て
こ
そ
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人
材
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
釧
路
湿
原
と
か
夕
張
岳
や
室
蘭
岳
だ
け

が
、
北
海
道
の
守
る
べ
き
自
然
で
は
な
い
。

士
幌
高
原
道
路
や
千
歳
川
放
水
路
に
も
、

勇
気
あ
る
英
断
を
期
待
し
た
い
の
だ
。

さ
て
、
引
用
が
北
海
道
新
聞
ば
か
り
で

恐
縮
だ
が
「
告
発
さ
れ
た
道
自
然
行
政
の

迷
走
」
（
弘
・
３
．
６
）
で
明
ら
か
な
よ

う
に
、
私
た
ち
は
、
三
月
四
日
釧
路
地
方

検
察
庁
帯
広
支
部
に
文
化
財
保
護
法
八
○

条
一
項
、
及
び
一
○
七
条
の
二
違
反
の
廉

で
、
告
発
状
を
提
出
し
、
同
七
日
付
で
受

付
さ
れ
、
現
在
審
査
中
で
あ
る
。

二
カ
月
程
で
受
理
さ
れ
れ
ば
、
事
件
と

し
て
審
理
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
前
述
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
天

然
記
念
物
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ
ジ
ミ
の
生
息

地
を
、
文
化
庁
長
官
・
北
海
道
教
育
委
員

会
に
無
許
可
で
現
状
変
更
し
、
保
存
に
影

響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る

横
路
知
事
の
整
合
性
の
な
い
環
境
行
政
に

一
石
を
投
じ
、
こ
れ
を
機
に
猛
省
を
促
し

た
い
が
た
め
で
あ
る
。

な
お
、
北
海
道
の
自
然
第
三
二
号
別
刷

に
、
俵
浩
三
・
佐
藤
謙
両
氏
の
詳
細
な
論

文
が
発
表
さ
れ
、
特
異
で
大
規
模
な
「
風

穴
地
帯
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で

是
非
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

大
雪
山
国
立
公
園
内
、
一
般
道
道
士
幌
然

別
湖
線
（
士
幌
高
原
道
路
）
道
路
計
画
の

撤
回
を
求
め
る

署
名
一
九
九
四
年
三
月
十
六
日
現
在

道
内
四
七
、
三
八
七
筆

道
外
六
四
、
六
一
八
筆

国
外
四
五
筆

合
計
一
二
一
、
○
五
○
筆

道
路
計

求
め
る

ゑ
な
さ
ま
の
ご
声
援
が
、
な
に
よ
り

の
励
玖
で
す
。

画
撤
回
を

署
名
集
計

Ⅲ111,‘i lll lllIIlllIⅡ111ⅡⅡⅡⅡ111

" アセスメント」
壼孝える

連合事務局二井田高敏

初
め
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
言
う
言
葉
が

気
に
な
り
だ
し
た
の
は
８
年
前
で
、
自
分

た
ち
の
身
近
な
自
然
が
開
発
さ
れ
る
（
室

蘭
岳
ス
キ
ー
場
）
時
に
初
め
て
身
を
も
っ

て
知
ら
さ
れ
た
。

室
蘭
岳
ス
キ
ー
場
計
画
説
明
会
で
当
時

の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
社
長
が
「
室
蘭
岳
ス

キ
ー
場
は
開
発
面
積
が
二
七
へ
ク
タ
ー
ル

で
環
境
調
査
は
必
要
と
し
な
い
が
（
道
条

例
で
三
百
鯵
以
下
は
い
ら
な
い
）
あ
え
て

環
境
へ
の
影
響
を
考
え
て
調
査
を
行
っ
た
」

と
述
べ
そ
の
後
、
調
査
を
行
っ
た
日
本
林

業
技
術
協
会
（
日
林
協
）
が
開
発
に
当
た
っ

て
は
問
題
な
し
と
説
明
し
た
。

翌
日
の
新
聞
に
は
各
社
「
開
発
に
は
影

響
な
し
」
「
お
墨
付
き
」
な
ど
と
大
き
く

報
道
さ
れ
た
。

こ
の
調
査
に
疑
問
を
持
っ
た
市
民
団
体

が
（
室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
）
「
環
境
調

査
報
告
書
」
の
全
文
公
開
を
要
求
し
た

（
説
明
会
当
時
、
調
査
報
告
書
の
要
約
版

し
か
見
せ
ら
れ
な
か
っ
た
）
。

こ
れ
に
対
し
会
社
側
は
「
企
業
秘
密
」

と
し
て
公
開
を
拒
否
、
強
引
に
工
事
が
始

ま
っ
た
が
（
一
部
の
民
有
林
オ
ー
プ
ン
）

こ
の
公
開
拒
否
が
六
年
間
も
争
う
大
き
な

問
題
に
発
展
し
た
。

こ
の
間
、
道
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

林
野
庁
も
「
公
開
し
て
も
か
ま
わ
な
い
の

で
は
」
と
言
っ
て
い
た
が
会
社
側
は
ガ
ン
７



と
し
て
公
開
拒
否
を
続
け
て
き
た
。

一
昨
年
、
経
営
不
振
で
１
億
２
千
万
の

赤
字
を
生
玖
第
三
セ
ク
タ
ー
の
社
長
が
交

替
、
室
蘭
市
が
経
営
主
体
と
な
り
初
め
て

「
環
境
調
査
報
告
書
」
の
全
文
が
公
開
さ

れ
た
、
と
こ
ろ
が
調
査
内
容
に
〃
虚
偽
・

握
造
″
が
発
覚
し
大
問
題
と
な
り
こ
れ
が

引
き
金
で
、
二
期
工
事
部
分
（
保
安
林
）

は
凍
結
と
な
っ
た
。

リ
ゾ
ー
ト
法
以
来
、
観
光
開
発
と
称
す

る
乱
開
発
に
振
り
回
さ
れ
た
北
海
道
、
バ

ブ
ル
崩
壊
後
、
開
発
計
画
が
見
直
さ
れ
て

い
る
と
は
言
う
も
の
の
道
内
、
市
町
村
で

ま
だ
百
ヶ
所
以
上
も
あ
る
。

そ
の
開
発
に
許
認
可
権
を
握
っ
て
い
る

北
海
道
、
そ
の
北
海
道
が
昭
和
弘
年
に
自

信
を
持
っ
て
作
っ
た
「
北
海
道
環
境
影
響

評
価
条
例
」
が
あ
る
、
こ
の
条
例
の
中
身

が
問
題
だ
と
し
て
自
然
保
護
連
合
は
３
年

前
よ
り
改
善
を
要
求
し
、
団
体
交
渉
を
し

て
る
が
担
当
の
保
健
環
境
部
環
境
調
整
課

で
は
積
極
的
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
、
な

ぜ
な
ん
だ
ろ
う
？

開
発
事
業
を
行
う
も
の
は
ア
セ
ス
を
し

「
環
境
影
響
評
価
書
」
な
る
も
の
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
「
環
境
影
響
評
価
書
」
の
正
確
さ
、

又
、
影
響
評
価
の
判
断
が
大
変
重
要
視
さ

れ
る
。
連
合
で
は
こ
の
ス
タ
ー
ト
台
の
環

境
調
査
、
に
重
点
を
置
き
担
当
課
と
交
渉

1

を
し
て
い
る
。

交
渉
の
一
つ
に
ア
セ
ス
の
調
査
機
関
・

調
査
者
の
氏
名
公
表
を
明
記
す
る
よ
う
に

改
善
を
要
求
し
て
い
る
、
何
故
は
調
査
者

=’
…

道
庁
、
環
境
調
整
課
と
の
交
渉
業
者
が
調
査
機

の
氏
名
公
表
を
し
な
い
の
か
不
思
議
で
な

ら
な
い
、
担
当
課
は
「
ア
セ
ス
の
責
任
は

あ
く
ま
で
も
事
業
者
に
あ
る
の
だ
か
ら
そ

れ
ら
の
氏
名
の
記
載
の
必
要
は
な
い
」
又

「
環
境
影
響
評

価
書
の
作
成
者

は
事
業
者
で
あ

る
」
・だ
か
ら
事
業

者
の
判
断
で
委

託
先
を
公
表
し

な
く
て
も
良
い

と
し
て
い
る
。

（
東
京
都
で
は
調

査
機
関
・
調
査

者
の
氏
名
公
表

を
義
務
化
し
て

い
る
）自
然
を
開
発

し
て
事
業
を
し

よ
う
と
し
て
い

る
業
者
が
自
ら

の
環
境
調
査
書

の
評
価
を
し
て

も
良
い
と
は
知

ら
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
重
要
な

問
題
が
あ
る
、

開
発
を
す
る
事

関
・
調
査
者
の
氏
名
も
発
表
し
な
い
で
調

査
内
容
の
評
価
を
す
る
事
に
な
る
、
こ
れ

は
検
事
が
裁
判
官
も
兼
ね
て
る
と
言
う
事

だ
。
普
通
の
常
識
で
は
環
境
調
査
書
の
評
価

は
事
業
者
で
は
な
く
、
公
平
な
第
三
者
機

関
が
時
間
を
掛
け
て
慎
重
に
評
価
を
下
す

の
が
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

事
業
者
が
良
否
の
判
断
を
す
る
こ
と
は

絶
対
に
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

先
の
室
蘭
で
の
調
査
報
告
書
握
造
問
題

で
六
年
間
も
企
業
秘
密
と
し
て
公
開
を
拒

否
し
、
し
ぶ
し
ぶ
公
開
し
た
の
で
早
速
、

調
査
者
に
面
会
し
事
実
関
係
を
調
べ
た
と

こ
ろ
調
査
者
本
人
が
「
あ
の
調
査
は
ま
ず

か
っ
た
」
と
認
め
そ
れ
が
大
き
く
報
道
さ

れ
た
。
内
容
は
、
調
査
報
告
書
で
は
調
査
期
間

が
十
一
月
～
三
月
ま
で
の
五
カ
月
間
と
な
っ

て
い
た
の
が
調
査
者
に
確
か
め
た
と
こ
ろ

実
際
に
調
査
し
た
の
は
５
カ
月
間
で
は
な

く
た
っ
た
三
日
間
だ
け
で
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
に
バ
ブ
ル
崩
壊
以
来
、
開
発

事
業
が
中
止
に
な
っ
た
り
倒
産
し
た
り
し

て
事
業
者
の
信
用
度
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
、
現
在
ゼ
ネ
コ
ン
汚
職
で
全
国
的
に
大

問
題
に
な
っ
て
い
る
大
成
建
設
が
行
お
う

と
し
て
い
る
大
滝
村
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計

画
を
取
上
げ
大
成
建
設
の
信
用
度
を
問
う

て
見
た
。
自
然
環
境
等
保
全
条
例
の
特
定
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開
発
行
為
に
「
資
金
と
信
用
」
と
言
う
項

目
が
あ
る
、
よ
う
す
る
に
事
業
者
が
信
頼

で
き
る
か
と
言
う
事
だ
。

そ
の
や
り
取
り
の
中
で
「
信
用
と
は
金

だ
よ
、
資
金
で
信
用
を
担
保
し
て
い
る
」

…
「
お
金
が
あ
る
と
言
う
事
は
信
用
が
あ

る
と
言
う
事
だ
よ
」
と
責
任
者
の
担
当
課

長
が
平
然
と
答
え
て
い
る
。

「
お
金
が
す
べ
て
」
と
言
う
そ
の
課
長

が
昭
和
五
四
年
に
「
北
海
道
環
境
影
響
評

価
条
例
」
を
作
っ
た
実
質
責
任
者
で
あ
っ

た
と
聞
く
、
そ
し
て
そ
の
課
長
の
口
か
ら

「
庁
内
に
は
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
推
進
す

る
課
も
あ
る
の
だ
」
と
言
わ
れ
る
と
環
境

調
整
課
の
役
割
は
何
な
ん
だ
ろ
う
か
？
と

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

ま
だ
失
望
し
た
わ
け
で
は
な
い
今
ま
で

に
５
回
の
交
渉
で
い
く
つ
か
の
事
例
を
上

げ
て
改
善
を
要
求
し
て
い
る
、
担
当
課
と

し
て
も
我
な
の
要
求
を
無
視
出
来
な
く
な
っ

て
き
て
、
今
年
年
明
け
早
な
に
「
環
境
ア

セ
ス
」
の
見
直
し
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
れ
は
当
連
合
の
粘
り
強
い
交
渉
の
大

き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
挫
け
ず
積
極
的
に
改
善
を
要
求

し
て
、
よ
り
良
い
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

パ
七
年
間
に
渡
っ
て
こ
う
ち
ゃ
く
状
態
キ
ー
場
二
期
工
事
を
進
め
る
べ
く
前
代
未
め
に
計
画
断
念
に
向
け
て
運
動
を
続
け
恥

《
が
続
い
て
い
た
室
蘭
岳
「
だ
ん
パ
ラ
ス
聞
の
街
上
げ
て
の
推
進
署
名
運
動
を
行
い
、
て
行
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

側
キ
ー
場
」
二
期
工
事
問
題
は
九
二
年
十
国
会
議
員
従
い
て
林
野
庁
へ
の
陳
情
と
数
ど
う
か
一
層
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
届

毎
月
に
経
営
問
題
が
表
面
化
し
て
以
来
急
回
出
む
い
た
。

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

画

一
激
に
変
化
を
し
始
め
た
。

数
年
前
か
ら
世
の
中
が
「
環
境
保
護
」
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
四

則
経
営
再
建
の
た
め
室
蘭
市
が
金
も
人
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
室
蘭
市
も
守
る
会
室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
二
井
田
高
敏
症

極
も
注
ぎ
込
ん
で
き
た
。
退
任
を
し
た
前
を
無
視
出
来
な
く
な
っ
た
。

事
務
局
・
室
蘭
市
港
北
町
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室
藺
岳
ス
キ
ー
場

二
期
計
画
を
凍
結

粘り強い運動が実った
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塵
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制

我
慢
氏
に
変
わ
っ
て
室
蘭
市
の
助
役
が
社
ひ
た
す
ら
隠
し
て
来
た
環
境
調
査
報
告
《

長
に
就
任
し
、
今
ま
で
企
業
秘
密
と
拒
ん
書
の
全
文
を
公
開
し
理
解
を
求
め
よ
う
吟

で
来
た
「
室
蘭
岳
環
境
調
査
報
告
書
」
の
と
し
た
が
そ
の
内
容
に
虚
偽
・
握
造
が
即

全
文
が
公
開
さ
れ
た
。
あ
り
結
局
は
室
蘭
市
が
自
ら
計
画
の
見
《

公
開
さ
れ
た
環
境
調
査
報
告
書
は
チ
ャ
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
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チ
な
も
の
で
室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
の
な
っ
と
く
行
か
な
い
の
は
市
民
で
、
“

内
容
精
査
に
よ
っ
て
調
査
内
容
に
〃
虚
偽
ス
キ
ー
場
開
設
で
街
は
活
性
化
し
潤
う
鋤

記
載
″
が
発
覚
し
大
問
題
と
な
っ
た
。
筈
が
経
営
不
振
の
穴
埋
め
を
市
民
の
税
耐

そ
し
て
九
三
年
十
一
月
市
議
会
建
設
常
金
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
：
心

任
委
員
会
に
お
い
て
二
期
工
事
を
凍
結
、
私
た
ち
「
室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
」
幅

事
実
上
中
止
の
凍
結
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
は
厳
し
い
状
況
の
中
で
室
蘭
岳
の
自
然
に

振
り
返
っ
て
見
る
と
八
六
年
、
鉄
鋼
不
の
大
切
さ
を
訴
え
続
け
七
年
間
に
亘
っ
画

況
の
ど
ん
底
の
室
蘭
で
始
め
て
観
光
開
発
て
粘
り
強
い
運
動
と
自
然
保
護
に
対
す
庁

に
目
を
向
け
鳴
り
物
入
り
で
室
蘭
岳
ス
キ
ー
る
関
心
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
自
然
開
発
《

場
の
一
部
を
開
設
し
、
こ
の
室
蘭
岳
ス
キ
ー
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
』

場
に
よ
っ
て
街
が
潤
い
、
活
性
化
に
つ
な
し
た
。
配

が
る
と
高
之
に
宣
言
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
の
暖
か
い
ご
耐Ｊ

当
初
か
ら
ス
キ
ー
場
計
画
に
反
対
だ
っ
支
援
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
画

た
「
室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
」
の
数
々
ま
す
。

一

の
疑
問
や
指
摘
を
聞
き
入
れ
ず
、
更
に
ス
今
後
と
も
室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
た
ぷ

キ
ー
場
二
期
工
事
を
進
め
る
べ
く
前
代
未
め
に
計
画
断
念
に
向
け
て
運
動
を
続
け
恥

聞
の
街
上
げ
て
の
推
進
署
名
運
動
を
行
い
、
て
行
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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識識蕊蕊
今しばらくは事務局の整理、立

て直しに時間が掛かりますが今

後とも力強いご支援をお願い致

します。

なお、お便りの中に事務局のス

タッフの紹介・横顔などを「北

の自然」に記載してほしいとの

要望ありましたので、次号から

紹介したいと考えております。

（二井田）

日事務所整理に出向いた時に気

付いた有様です、申し訳ありま

せん。

賛助会費・カンパ等と一緒に

「頑張ってください」…「北海

道自然保護連合をつぶすな」…

「知床問題の時だけ援助して後

はしらんふりか、ひどい」等、

励ましのお言葉をいただき胸が

熱くなりました。ありがとうご

ざいます。この号を借りまして

厚く御礼申し上げます。

前51号で事務局、会計の現状

を報告したところ早速、多くの

会員から賛助会費の振り込みが

ありました。ほんとうにありが

とうございました。又、二、三

の方よりカンパもいただき感謝

致しております。

ただ、大変申し訳ありませんが

皆様から振り込承を頂いた時期

(10月～1月)に会計担当のもの

が多忙で転勤も絡承、会計事務

を整理できずにおりまして、先

’’ ◎連合代表者会議を開催します。北の自然 Nq52

会場の都合で、場所は未定ですが、5月15日（日）

に代表者会議を予定しています。

多くの会員のご出席をお願いします。

1994年4月1日発行

発行所北海道自然保護連合

札幌市東区北20条東1丁目

前田ビル203

発行人黒萩尚

編集小山健二

「北の自然」連絡先

札幌市東区北20条東1丁目

前田ビル203

a(011)741-2490

郵便振替：小樽1-4071
賛助会費：年間3,000円

登 山

キャンピング

カヌー

アウトドア用
ロ
叩

秀岳荘J1竜遂9曲の店
営業時間/AM10:00～PM7:00 定休日／毎週月曜日

札幌本店札幌市北区北12条西3丁目a(011)726-1235

旭川店旭川市忠和条4丁目a(0166)61-1930
（専用駐車場完備）
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